
３－３ 就職に関する傾向と対策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｒ ３：求人件数１８０１、求人総数１９１８、求人企業数１２５３社 →求人倍率＝１５．４６倍 

Ｒ ２：求人件数１７７０、求人総数１８８５、求人企業数１２２５社 →求人倍率＝１２．００倍 

Ｒ １：求人件数２０１６、求人総数２１８６、求人企業数１３３９社 →求人倍率＝１４．９７倍 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 次不合格者は H30 を底に増加へ。会社に必要な人材を厳選する時代に。 

 

企業の採用は、 学力＋人間力 の時代へ。 
 
 

①求人状況：令和２年微減後は回復傾向。製造業は堅調。 

②内定状況：１次不合格１４名。採用基準の厳格化が加速か。 



 
 

 

 
 

 

 
◆「面接での対応」が昨年度に続き 

不採用理由１位だった。また、依然、 

基礎学力不足も否めない。 
面接で話せない。ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力の 

不足、入社したい意欲が感じられない。 

◆企業のことを調べておらず、見当違い 
のことを話している。また、志望職種 

がミスマッチ。 

◆試験当日に、遅刻し、事後対応が良くな 
 かった等の指摘もあった。 

 

 
面接練習は「うそをつかない」。とにかく何度も何度も練習をしろ。 

毎年、多くの先輩がメッセージに残しています。面接で不合格は「自己責任」です。 

     
 

 

 
 

 

 
★GTZゾーン別不合格者数 
・A  ０人（該当者なし） 
・B  ０人 
・C  ４人 
・D １０人 
 
★評定別不合格者数 

・４～５ １人 

・３～４ ４人 
・２～３ ９人 

 

Ｄゾーン兼評定 3点以下の生徒が１次 

不合格者がもっとも多くなった。 

 

筆記試験で見劣りする（学力不足）と、不採用につながりやすいことが言える。 

 

 

 
 

一次不合格の人で、Ｄゾーン、評定 3 点以下は３／４を占めています。中学までの 

義務教育が理解できていないと、見劣りしてしまいます。 
基礎力診断テスト Ｄゾーンからの脱出を！！ 

          評定平均 3 点以上を死守！！ 
  

③不採用理由：「面接での対応」が１位。「基礎学力不足」２位。 

④ 対策：基礎学力を高める努力が不可欠！ 脱、Ｄゾーン！！ 



就職活動振り返りアンケート結果
３年生が、自分の就活を振り返った結果です。

1 就職先の企業は、誰と相談して決定しましたか。

92
29
17
15
11
6

2 希望５社はどのように決めましたか。

102
46
11
5
3

3 就職先企業はいつごろ決めましたか。

60
45
35
14
5

4 企業決定で重視した項目はどれですか。

ア　給料が高い 101
イ　休日数が多い 64
ウ　やりたい仕事 59
エ　知名度が高い 45
オ　雰囲気がよい 38
カ　家から近い 37
キ　働きがい 34
ク　福利厚生が充実 27
ケ　転勤がない 16
コ　親先生の勧め 12
サ　その他 11
シ　夜勤の有無 10
ス　離職者少ない 8
セ　先輩がいる 7

5 後輩に伝えたいメッセージ

面接練習はしっかりと!! 自分の中で何が一番大事なのかを決めて、それに合った会社を探す。

字をきれいに書けるようにしといた方がええよ。 面接は普通に喋っていれば受かる。だから普段から勉強しろ。

行きたいと思って頑張れば行ける！願いは叶う!! 当日は必ず緊張するので、例えベストを尽くせなかったとしても対策して試験を受けるのが良い。

真面目に勉強して、早めに面接練習をした方が良い。 就職は自分の成績と見合いながら担任や進路の先生、保護者などに相談して、自分に合った

自分のやりたい事、長く続けられる仕事を選んだ方が良い。 　会社を見つけることが大事だと思います。

「就職試験の時だけの自分」を作らないで。 自分の成績で行けそうな会社じゃなくて、目的や考えに合う会社で選ぼう。

職場見学で、会社（工場）について、しっかり見てくる。 やれることは全部やる。ここで手を抜いたら一生後悔するかも知れない。

困ったら先生に相談する。 早めから希望の条件をある程度決めて、進路の先生に相談し、自分に向いた仕事を聞く。

面接練習は色々な先生に頼むこと。 1つ1つの言葉遣いに気をつけて、相手の目を見て面接すると良いと思います。

進路指導室に行って、前年度の資料をもらうこと。 面接では紙に書いたことをそのまま話すのではなく、「こんな感じのことを話す」くらいにすると沢山

3年生になってから勉強しても遅い。 　　話したいことを覚えられると思います。あと声の大きさと手の形と背筋大事。

会社を選ぶ時は、絶対に適当に選ばないこと。 過去の質問に全て答えられるのは勿論、適性検査の内容などはネットで大体の概要は確認できる

今からでも間に合うから勉強する4 　　ので、調べておくこと。

早い内に行きたい会社を決めると良い。 試験会場に早く着く場合に、会場の近くではひまをつぶしたりしないこと。

早い内に会社の条件を決めると良い。 就職試験は、どれだけ練習で上手くいっても本番であまり上手くいかないこともあると思います。

「何で部活辞めた？」という質問は確実にくる。 あまり固くならず、柔軟に対応しましょう。

定期テストで結果を残すように！勉強は誰でも努力できるもの。怠らないように。 筆記で手応えなくても、面接やグループディスカッションで本人次第で幾らでも挽回できるので

学校側が推奨していることはやれ。本当に後悔する。 　　早々に諦めないこと！
3年生に上がる前には就職先をある程度決めておいた方がいい。 面接練習を特に頑張ってください。本番で後悔するより今頑張って「良かった」で終われた方がいい。
色々不安かも知れないけど、自信を持って頑張りましょう。 工業高校でも、どんな道に行ってもいい。自分が思うようにやってみて。

人気がなくても好条件な仕事や、やりたい仕事は見つかる。探そう。
詰め込みすぎると苦しいから、時間をかけると良い感じ。頑張れ頑張れ( ^o^)ノ

勉強も頑張り、部活も3年間続けましょう。
自分の成績で会社を決めるのもいいけど、夢もふまえて考えよう。 全力を出し切って頑張って下さい。
自分の行きたい会社は早めに決める。この仕事なら継続できるってものを見つけること。 休まないようにしよう。
コロナの影響もあるので大変だと思いますが、悔いのないように頑張って下さい。 自分だけの強みを見つけるように。
企業選びは自分のやりたいことが具体的であればある程、苦労しません。 学校の資格は全部取る。
字のバランスを普段から意識した方が、履歴書書きで苦労しません。 部活は休まずに2
会社を決める時は大人に頼ることも大事だけど、頼り過ぎないようにする。色んな人に聞く。 なるようになるから流れにのっとけ！
一次で落ちると精神的に辛いけど、諦めずに頑張って下さい。 情報をしっかりと。
面接苦手な人は毎日やる。最後はやってきたことを出し切る!! 気楽に。
行きたい会社はまず調べる。何で行きたいのか言えるようにしておく。 がんばれよ後輩!!
会社選びで妥協しないように。「ここでいいや」は絶対ダメ。求人票見まくって!!2 試験の準備はお早めに。
コロナ禍で、相談できる時間や資料を見る時間が無くなると思うのでそれも想定して動くと良い。 ボランティア、参加しといて下さい。
保険もある程度見ておくと、未納になることもないの。手取りだけで考えない方が良い。
面接練習は学校での受け答えが完全ならば大丈夫だと思います。

A

昨年に引き続き「親」と相談し
て決めた人がもっとも多かった
ですね。親の意見とみなさん
の意見が合致することは、ひ
じょうに重要です。

やはり、初志貫徹で「いきたい
会社を書いた」人が多かったで
す。５社かけるので、希望上位
と下位で異なる判断をした人も
多いようです。

７月に決めた人がもっとも多
かったです。みな、ギリギリま
で迷って決めたようですね。

トップ４まで昨年度とまったく同
じ結果でした。特にコロナ禍
で、収入が不確実な状況を見
ていると給料は大事です。

ア　自分の行きたい企業
イ　成績と相談して
ウ　その他
エ　適当に
オ　確実に受かる企業

ア　親
イ　進路の先生
ウ　特になし
エ　友人
オ　担任の先生
カ　その他

ア　３年７月
イ　３年５月
ウ　３年６月
エ　２年のとき
オ　その他

親, 92 進路, 29 特になし, 17友人, 15

担任, 11

6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１ 誰と相談しましたか

自分の希望, 102 成績と相談, 46 その他, 11

適当に, 5

3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

２ 希望５社の決定方法

３年の７月, 60 ３年の５月, 45 ３年の６月, 35

２年のとき, 14

その他, 5
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３ 会社の決定はいつごろ
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給料が高い

休日数が多い

やりたい仕事

知名度が高い

雰囲気がよい

家から近い

働きがい

福利厚生が充実

転勤がない

親先生の勧め

その他

夜勤の有無

離職者少ない

先輩がいる
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４ 会社選びで重視した項目

～５８～



B 令和3年度　面接試験・質問内容ランキング

　令和３年度の就職試験において、本校生徒１２４名の面接で聴かれた質問の
出題頻度を報告書を元に集計しました。
　企業の採用担当者は、面接で何を聴いてくるのか、何を知りたいのか。
最新の面接情報からその傾向を知り対策を立て、失敗しない面接にしましょう。

順位 出題数 質問内容

1 74 志望理由

(＝)
(-44)

2 46 部活動について（苦労したこと、うれしかったこと、何を学んだか）

(＝)
(-16)

3 36 趣味・特技

(＝) (-24)

4 32 高校生活で一番がんばったこと

(+7) (-4)

5 27 通勤の方法、時間は

(+7) (＝)

5 27 好きな科目・きらいな科目・得意な科目・苦手な科目

(＝) (-11)

7 25 長所・短所

(-3) (-28)

8 25 自己ＰＲ

(+1) (-13)

9 23 希望する仕事・部署

(-4) (-11)

9 23 資格について

(-4) (-21)

11 22 自己紹介

(+3) (-2)

12 21 休日の過ごし方は

(+3) (-2)

13 18 学校生活で一番印象に残っていること

（－） （－）

14 17 残業・出張・夜勤などについて

(-7) (-24)

14 17 会社の印象、イメージ、見学の印象

(-6) (-22)

「敵を知り、己を知れば　百戦危うからず」
自分なりの回答を考え、まとめておきましょう。


